
第87号反核医師の会ニュース2025年1月30日（1）

１
日
目

１
日
目

２
日
目

２
日
目

記
念
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

は
じ
め
の
全
体
会
で
は
、
照
屋

義
実
沖
縄
県
副
知
事
が
ご
来
場
さ

れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
か
ら
の
あ

い
さ
つ
を
代
読
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
つ
ど
い
に
は
日
本
医
師

会
、
広
島
市
、
長
崎
市
か
ら
後
援

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
国

会
議
員
や
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す

団
体
か
ら
も
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
た
。

『
台
湾
有
事

日
本
の
選
択
』

の
著
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田

岡
俊
次
氏
の
記
念
講
演
は
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
で
来
場
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
い
た
。

田
岡
氏
曰
く
、
台
湾
の
大
半
の

人
は
「
戦
争
を
す
る
理
由
が
な

い
。
」
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
日
本
が
米
国
追
従
姿
勢
の
ま

ま
有
事
と
す
る
こ
と
は
、
実
に
馬

鹿
げ
て
い
る
。
７０
万
と
も
い
わ
れ

る
在
日
中
国
人
と
も
仲
良
く
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

田
岡
氏
の
講
話
の
後
は
、
徳
田

安
春
医
師
（
群
星
沖
縄
臨
床
研
修

セ
ン
タ
ー
長
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
、
お
三
方
が
登
壇
さ
れ
た
。

台
湾
か
ら
の
ゲ
ス
ト
、
家
庭
医

・
作
家
の
楊
斯
棓
（
Ｙ
ａ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｚ
ｕ
Ｐ
ａ
ｎ
ｇ
）氏
は
、
医
師

と
し
て
作
家
と
し
て
多
種
多
彩
な

才
覚
を
持
ち
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
台
湾
の
リ
ー
ダ
ー
達
は

「
原
発
を
持
た
な
い
」
と
強
く
主

張
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
平
和
と
安
全
・
人
々

の
生
活
を
守
る
観
点
か
ら
、
我
が

国
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
ケ
タ
違
い
に

頼
も
し
い
と
感
銘
を
受
け
た
。

駒
込
武
教
授（
京
都
大
学
）は
、

「
台
湾
と
沖
縄

か
ら
ま
り
あ
う

苦
難
の
歴
史
」
〜
そ
し
て
平
和
な

未
来
を
考
え
よ
う
〜
（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
動
画
あ
り
）
の
講
話
で
、

台
湾
処
分
と
琉
球
処
分
の
近
代
史

を
中
心
に
据
え
て
、
原
住
民
の
目

線
を
も
っ
て
熱
く
語
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
「
台
湾
海
峡
は
現
状
維
持

が
理
想
、
と
い
う
よ
り
現
実
的
と

い
え
る
」
と
い
う
平
和
維
持
を
求

め
る
言
葉
で
し
め
く
く
っ
た
。

下
地
陽
一
医
師
（
宮
古
島
・
城

辺
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）は
、

宮
古
島
出
身
の
父
と
台
湾
出
身
の

母
を
持
つ
方
で
、
ご
自
身
も
北
京

の
大
学
で
医
学
を
修
め
台
湾
で
救

急
医
と
し
て
勤
務
し
た
経
歴
が
あ

る
。
講
話
で
は
、
日
清
戦
争
後
の

台
湾
割
譲
よ
り
前
の
１
８
７
２
年

の「
牡
丹
社
事
件
」を
紹
介
さ
れ
、

そ
の
約
１
０
０
年
後
よ
り
当
時
の

被
害
者
の
遺
族
同
士
が
平
和
交
流

を
始
め
、
今
で
は
国
際
交
流
と
平

和
を
訴
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
発
足

し
た
こ
と
等
を
報
告
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
に
は
、
５０
に
近
い
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
時
間
不
足
で
あ

っ
た
。参
加
者
の
関
心
の
高
さ
と
、

平
和
を
願
う
意
識
の
顕
れ
で
あ
ろ

う
と
受
け
止
め
て
い
る
。

前
泊
博
盛
教
授
（
沖

縄
国
際
大
学
）
の
基

調
講
演
「
沖
縄
の
基

地
内
の
核
兵
器
」

戦
後
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
持

ち
込
ま
れ
た
核
は
１
３
０
０
発
と

い
わ
れ
、
現
在
も
核
の
在
否
の
質

問
に
は
返
答
が
な
い
と
い
う
。

在
沖
米
軍
は
、
家
族
を
本
国
に

移
す
（
避
難
）
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
お
り
、
沖
縄
が
戦
場
に
な
る
可

能
性
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
伺
わ

れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
軍
事
費
の

増
え
方
は
第
二
次
大
戦
の
前
に
よ

く
似
て
い
る
。
米
国
に
操
ら
れ
て

有
事
（
戦
争
）
に
巻
き
込
ま
れ
る

の
は
愚
の
骨
頂
と
言
え
る
。
我
々

が
す
べ
き
こ
と
は
、
ａ
ｕ
（asia

unit

）
を
創
設
し
て
ア
ジ
ア
地
域

内
の
争
い
を
避
け
て
平
和
へ
の
道

を
拓
く
べ
き
だ
。

日
本
国
内
に
米
軍
基
地
が
あ
る

限
り
、
北
方
領
土
の
返
還
も
叶
わ

な
い
と
捉
え
る
べ
き
だ
。

現
地
か
ら
の
報
告

各
地
か
ら
の
報
告
と
し
て

①
う
る
ま
市
自
衛
隊
訓
練
場
建
設

を
断
念
さ
せ
る
ま
で

②
辺
野
古
基
地
建
設
の
反
対
活
動

③
石
垣
島
基
地
問
題
に
つ
い
て

④
宮
古
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
つ

い
て
現
状
を
話
し
て
も
ら
っ
た

ど
れ
も
、
『
静
か
に
平
穏
な
暮

ら
し
を
、
安
心
し
て
子
育
て
を
、

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
も
相
手

国
を
傷
つ
け
る
の
も
イ
ヤ
。
』
愛

と
平
和
の
世
界
を
強
く
望
む
気
持

ち
が
伝
わ
る
報
告
で
あ
っ
た
。

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
・
い
っ
ぽ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
学

生
部
会

最
後
の
全
体
会
で
は
、
向
山
新

反
核
医
師
の
会
代
表
世
話
人
が
ま

と
め
を
行
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
の

中
村
新
太
郎
先
生
が
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
若
手
医
師

か
ら
は
、
い
っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
長
崎
大

学
医
学
部
５
年
の
森
爽
さ
ん
か
ら

は
学
生
部
会
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
前
向
き
に
活
動
を

展
開
し
て
頑
張
る
様
子
が
伺
え

た
。
若
い
世
代
の
躍
動
は
頼
も
し

く
夢
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
。
い
つ

の
日
か
、
国
も
民
族
も
世
代
も
超

え
て
『
核
廃
絶
と
世
界
平
和
の
実

現
』
に
到
達
す
る
こ
と
を
祈
り
た

い
。最

後
に
ア
ピ
ー
ル
が
会
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
た
。

ご
参
集
い
た
だ
い
た
皆
様
、
会

場
の
準
備
か
ら
円
滑
な
進
行
等
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
事
務
局
お
よ

び
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。

反
核
医
師
の
会
は
、
昨
年
１１
月
３
、
４
日
に
沖
縄
県
那
覇
市
で
「
第
３４
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in

沖
縄
」
を
開
催
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
核
も
基
地
も
い
ら
な
い
命
（
ぬ
ち
）
ど
ぅ
宝
の
島
か
ら

東
ア
ジ
ア
そ
し
て
世
界
の
平
和
を
希
求
す
る
」
と
し
、
沖
縄
と
台
湾
の
交
流
の
歴
史
や
中
国
と
の
関

係
、
沖
縄
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
を
巡
っ
て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
沖
縄

会
場
に
は
、
全
国
か
ら
１
６
０
人
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
併
せ
て
約
２
１
０
人
が
参
加
し

た
。
実
行
委
員
長
の
樋
口
豊
氏
よ
り
、
概
要
を
報
告
す
る
。

全国から１６０人が沖縄会場に参加

放
射
線
と
は
、
科
学
的
に

い
う
と
、
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ち
高
速
で
飛
ぶ
粒
子

（
粒
子
線
）
と
、
高
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
つ
短
い
波
長
の

電
磁
波
の
総
称
で
あ
る
。
こ

の
中
で
ア
ル
フ
ァ
線
（
α
線
）
、
ベ
ー
タ
線

（
β
線
）
、
ガ
ン
マ
線
（
γ
線
）
、
Ｘ
線
、

中
性
子
線
が
主
な
放
射
線
で
、ア
ル
フ
ァ
線
、

ベ
ー
タ
線
、
中
性
子
線
は
粒
子
、
ガ
ン
マ
線

と
Ｘ
線
は
電
磁
波
で
あ
る
。

飛
ぶ
距
離
が
長
い
た
め
、
全
身
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
ガ
ン
マ
線
は

コ
バ
ル
ト
６０
や
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
な
ど
の
放

射
性
物
質
の
自
然
崩
壊
に
よ
り
発
生
す
る
。

ガ
ン
マ
線
：
ガ
ン
マ
線
は
粒
子
で
は
な
く

光
子
で
あ
り
、
光
子
の
中
で
も
特
に
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
も
の
に
分
類
さ
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
高
い
た
め
、
ガ
ン
マ
線
は
き
わ
め
て
危

険
で
、
大
規
模
な
遮
蔽
で
も
通
過
し
て
し
ま

う
し
、
人
体
の
細
胞
に
さ
ま
ざ
ま
な
損
傷
を

引
き
起
こ
す
。
ガ
ン
マ
線
は
原
子
核
崩
壊
の

過
程
で
放
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
通
常
は

ア
ル
フ
ァ
粒
子
と
ベ
ー
タ
粒
子
も
生
成
さ
れ

る
。ア

ル
フ
ァ
線
は
電
離
す
る
量
が
極
め
て
多

い
の
で
、
紙
１
枚
で
止
ま
る
。
ベ
ー
タ
線
は

薄
い
金
属
板
で
遮
蔽
さ
れ
る
。

ガ
ン
マ
線
や
エ
ッ
ク
ス
線
は
重
い
原
子

（
原
子
番
号
の
大
き
い
原
子
）
に
よ
く
吸
収

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
鉄
や
鉛
、
あ
る
い
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
し
か
遮
蔽
で
き
な
い
。
コ

バ
ル
ト
６０
の
ガ
ン
マ
線
は
人
体
の
深
部
ま
で

透
過
で
き
る
の
で
が
ん
の
放
射
線
治
療
に
広

く
使
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
は
脳
腫
瘍
の
手
術
で

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
人
体
に
危
険
な
ガ

ン
マ
線
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
医
療
用
に

応
用
さ
れ
て
き
た
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

（オンライン含め２１０人）（オンライン含め２１０人）

沖縄に
１６０人が
参加

沖縄に
１６０人が
参加
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第３４回反核医師のつどい㏌沖縄開催（１１/３・４）
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私
は
記
念
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
記
念

講
演
の
講
師
を
予
定
し
て
い

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
岡

俊
次
さ
ん
が
会
の
前
週
に
お

怪
我
を
さ
れ
、
沖
縄
に
来
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
今
回
は
、
事
前
に
一
問

一
答
形
式
で
ビ
デ
オ
撮
り
を

し
て
、
当
日
参
加
者
へ
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

ビ
デ
オ
撮
影
と
編
集
に
は
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
タ
イ
ム
ス
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭

で
、
私
か
ら
簡
単
に
主
旨
を

ご
説
明
し
ま
し
た
。
田
岡
さ

ん
の
記
念
講
演
で
は
、
台
湾

有
事
の
現
実
的
リ
ス
ク
は
低

い
こ
と
、
台
湾
の
大
多
数
の

人
々
は
現
状
維
持
を
望
ん
で

い
る
こ
と
、
米
国
と
中
国
も

直
接
対
決
を
考
え
て
い
な
い

こ
と
を
、
論
理
的
に
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
３

人
の
先
生
方
か
ら
ご
発
言
と

議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
台
湾
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
作
家
の
楊
斯
棓

（YangSzuPang

）
先
生

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
元
家
庭
医
の
楊
先
生
は

台
湾
に
お
け
る
核
開
発
の
歴

史
に
関
心
を
お
持
ち
で
、
過

去
４
年
で
２
冊
の
書
籍
を
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
湾
が

核
開
発
を
し
て
こ
な
か
っ
た

歴
史
的
背
景
に
は
、
先
人
の

賢
明
な
判
断
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
京
都
大
学
教
授
の

駒
込
武
先
生
か
ら
は
、
台
湾

の
歴
史
に
つ
い
て
学
術
的
議

論
も
交
え
た
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
台
湾
と
沖
縄
が
絡
ま

り
合
う
苦
難
の
歴
史
そ
し
て

平
和
な
未
来
を
考
え
よ
う
と

い
う
内
容
。
世
界
史
の
中
で

の
台
湾
が
受
け
た
、
大
国
に

よ
る
植
民
地
支
配
の
歴
史
で

す
。

駒
込
先
生
に
よ
る
と
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
前
、
日

本
が
琉
球
処
分
を
実
施
し
た

だ
け
で
な
く
、
日
清
戦
争
の

勝
利
で
台
湾
を
支
配
し
た
こ

と
は
、
日
本
に
よ
る
一
連
の

南
西
エ
リ
ア
支
配
と
い
う
野

望
の
完
成
形
で
あ
っ
た
。
戦

後
の
１
９
７
２
年
に
、
日
本

が
「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和

国
に
帰
属
す
る
」
と
認
め
る

代
わ
り
に
、
日
本
は
中
国
へ

の
巨
額
の
戦
争
賠
償
を
逃
れ

る
こ
と
が
で
き
た
、と
い
う
。

続
い
て
、
下
地
陽
一
先
生

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
下
地
先
生
は
、
台
湾
出

身
の
母
と
宮
古
島
出
身
の
父

を
持
ち
台
湾
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
少
期
は
台
湾
と
日
本

双
方
で
育
ち
、
高
校
卒
業
後

は
北
京
に
６
年
間
留
学
し
ま

し
た
。
２
０

０
５
年
に
は

台
北
の
大
学

卒
業
後
、
救

急
医
と
し
て

２
０
１
２
年

か
ら
大
学
病

院
に
勤
務
し

た
あ
と
、
２１

年
に
帰
国
し
沖
縄
の
医
療
機

関
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

牡
丹
社
事
件
（
琉
球
王
国
時

代
の
１
８
７
１
年
に
発
生
し

た
事
件
で
、
宮
古
島
民
ら
が

乗
っ
た
船
が
台
風
で
遭
難

し
、
台
湾
に
漂
着
し
た
際
に

琉
球
人
が
殺
害
さ
れ
た
事

件
）
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
件
の
真
相

は
、
原
住
民
族
の
集
落
に
遭

難
者
は
助
け
を
求
め
ま
し
た

が
、
双
方
の
言
語
文
化
の
違

い
か
ら
誤
解
が
重
な
っ
て
事

件
が
起
き
た
可
能
性
が
高
い

と
の
こ
と
。
当
時
の
多
民
族

で
構
成
さ
れ
る
台
湾
の
社
会

構
成
も
原
因
と
の
こ
と
で
し

た
。そ

の
後
、
質
疑
・
討
論
で

は
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
お
三
方

に
一
言
づ
つ
ま
と
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
終
了
し
ま
し
た
。沖
縄
、

台
湾
、
日
本
の
平
和
を
希
求

す
る
気
持
ち
は
同
じ
で
あ

り
、
反
核
活
動
を
今
後
も
推

進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
日
目
前
半
は
、
「
沖
縄

の
基
地
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
沖
縄
国
際

大
学
の
前
泊
博
盛
教
授
が
講

演
さ
れ
た
。
座
長
は
沖
縄
県

保
険
医
協
会
の
座
覇
副
会

長
。辺

野
古
新
基
地
の
埋
め
立

て
と
共
に
辺
野
古
弾
薬
庫
の

建
て
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

弾
薬
庫
の
形
状
は
復
帰
前
に

核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
嘉
手
納
の
弾
薬
庫

に
類
似
し
て
い
る
。
沖
縄
復

帰
は
「
核
抜
き
本
土
並
み
」

と
い
わ
れ
て
い
た
。し
か
し
、

当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と

佐
藤
首
相
に
よ
る
「
い
つ
で

も
沖
縄
に
核
を
持
ち
込
め
る

体
制
の
維
持
」
を
明
記
し
た

核
密
約
に
沿
っ
て
、
核
再
配

備
の
準
備
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
１
９
５
８
年
の
第
二
次

台
湾
海
峡
危
機
を
め
ぐ
り
ア

メ
リ
カ
が
中
国
に
核
兵
器
を

使
用
し
た
場
合
、
ソ
連
が
参

戦
し
、
台
湾
と
沖
縄
に
対
し

核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性

が
高
か
っ
た
。
そ
の
結
果
台

湾
と
沖
縄
が
消
え
去
っ
て
も

ア
メ
リ
カ
は
受
け
入
れ
る
つ

も
り
で
い
た
。
軍
隊
の
目
的

は
敵
を
せ
ん
滅
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
自
衛
隊
も
同

じ
で
あ
る
。
地
元
民
保
護
の

責
務
は
自
治
体
に
あ
る
。
日

本
政
府
に
と
っ
て
沖
縄
は
消

耗
品
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
も
消
耗
品
で
あ
る
。

２
日
目
後
半
は
、
実
際
に

沖
縄
各
地
か
ら
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

「
ミ
サ
イ
ル
配
備
か
ら
沖

縄
を
守
る
市
民
の
会
」
の
共

同
代
表
の
伊
盛
サ
チ
子
さ
ん

か
ら
、
う
る
ま
市
の
勝
連
分

屯
地
に
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部

隊
の
配
属
に
つ
い
て
、
基
地

の
わ
ず
か
２
０
０
メ
ー
ト
ル

先
に
は
与
勝
高
校
・
緑
が
丘

中
学
校
な
ど
が
あ
り
住
宅
地

に
密
接
し
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２

３
年１２
月
２０
日
、
う
る
ま
市

の
ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
陸
上
自

衛
隊
訓
練
場
の
建
設
計
画
が

明
ら
か
に
な
り
、
瞬
く
間
に

反
対
の
住
民
運
動
が
お
こ
っ

た
。
市
議
会
・
県
議
会
も
全

会
一
致
で
白
紙
撤
回
を
決

議
、２
０
２
４
年
４
月
１１
日
、

木
原
防
衛
相
が
白
紙
撤
回
を

表
明
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
に

と
て
も
勇
気
を
与
え
た
。

辺
野
古
は
「
ヘ
リ
基
地
反

対
協
議
会
」
共
同
代
表
の
浦

島
悦
子
さ
ん
が
報
告
。
浦
島

さ
ん
か
ら
は
新
基
地
反
対
の

取
り
組
み
の
歴
史
と
「
代
執

行
の
取
り
消
し
を
求
め
る
住

民
訴
訟
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
１
９
９
７
年
１２
月

２１
日
の
名
護
市
民
投
票
で
は

過
半
数
の
市
民
が
「
新
基
地

Ｎ
Ｏ
」
の
意
思
を
示
し
て
い

る
。
残
念
な
こ
と
に
当
時
の

名
護
市
長
が
市
民
の
意
思
に

反
し
て
基
地
を
受
け
入
れ
た

た
め
四
半
世
紀
以
上
名
護
市

民
は
こ
の
問
題
に
翻
弄
さ
れ

続
け
て
い
る
。
２
０
１
９
年

に
行
わ
れ
た
「
県
民
投
票
」

を
含
め
、
地
域
住
民
・
沖
縄

県
民
・
県
知
事
に
至
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
新
基
地
建

設
反
対
の
意
思
を
示
し
続
け

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
は
こ

と
ご
と
く
無
視
し
、
民
主
主

義
も
地
方
自
治
も
踏
み
に
じ

り
、
違
法
・
脱
法
行
為
を
繰

り
返
し
て
工
事
を
強
行
し
て

い
る
。
代
執
行
の
取
り
消
し

を
求
め
る
沖
縄
県
の
訴
訟
は

最
高
裁
が
上
告
を
認
め
ず
、

県
の
敗
訴
と
な
っ
た
。
し
か

し
地
域
住
民
は
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
、
代
執
行
の
取
り

消
し
を
求
め
る
住
民
の
訴
訟

を
起
こ
し
て
い
る
。
あ
き
ら

め
な
い
、
不
屈
の
取
り
組
み

に
感
動
し
た
。

「
石
垣
市
の
平
和
と
自
然

を
守
る
市
民
連
絡
会
」
事
務

局
長
の
藤
井
幸
子
さ
ん
か

ら
、
石
垣
島
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
２
０
２
３
年
３

月
１６
日
に
開
設

さ
れ
た
石
垣
駐

屯
地
に
は
、
警

備
部
隊
、
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
部

隊
、
中
距
離
地

対
空
ミ
サ
イ
ル

部
隊
な
ど
合
わ

せ
て
５
７
０

人
。
配
備
後
も

基
地
の
拡
大
強

化
が
進
め
ら
れ

て
お
り
２
０
２

６
年
に
は
電
子
戦
部
隊
の
配

備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
１０

月
２３
日
か
ら
１１
月
１
日
に
日

米
合
同
訓
練
が
近
海
で
こ
れ

ま
で
の
最
大
規
模
で
行
わ

れ
、
１０
月
２７
日
に
は
オ
ス
プ

レ
イ
が
与
那
国
島
で
事
故
を

お
こ
し
た
。

石
垣
島
港
が
イ
ー
ジ
ス

艦
、
空
母
ク
ラ
ス
が
入
港
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
た
め

に
特
定
利
用
港
湾
に
指
定
さ

れ
た
。
軍
事
力
で
は
な
く
、

話
し
合
い
に
よ
る
平
和
維
持

の
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

「
宮
古
島
住
民
連
絡
会
」

共
同
代
表
の
上
里
清
美
さ
ん

か
ら
は
、
宮
古
島
の
軍
事
施

設
の
報
告
が
あ
っ
た
。

航
空
自
衛
隊
レ
ー
ダ
ー
基

地
、
２
０
１
９
年
に
開
設
さ

れ
た
陸
上
自
衛
隊
宮
古
島
駐

屯
地
警
備
部
隊
・
地
対
艦
・

地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、
２

０
２
２
年
保
良
訓
練
場
開

設
、
２
０
２
４
年
度
中
に
電

子
戦
部
隊
配
備
。
政
府
は
重

要
拠
点
空
港
・
港
湾
と
し
て

下
地
空
港
・
宮
古
空
港
・
平
良

港
の
指
定
を
打
診
。
指
定
さ

れ
る
と
軍
事
空
港
と
し
て
国

際
法
上
で
は
攻
撃
対
象
に
な

る
。
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
真

っ
先
に
相
手
国
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
地

元
民
を
た
ぶ
ら
か
し
て
基
地

を
つ
く
り
巻
き
込
ん
で
い
っ

た
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
た
。

「
私
た
ち
は
、
静
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
古
島
、

未
来
に
生
き
る
子
供
た
ち
が

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
こ

と
を
願
う
。
島
を
破
壊
し
、

住
民
の
命
・
暮
ら
し
を
破
壊

す
る
戦
争
の
準
備
を
し
な
い

で
ほ
し
い
。
宮
古
島
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
の
国

の
在
り
方
で
あ
り
全
国
の
問

題
。日
本
全
体
の
民
主
主
義
、

平
和
、
人
権
の
問
題
で
す
。

一
緒
に
考
え
、
声
を
あ
げ
ま

し
ょ
う
」
こ
の
訴
え
に
心
か

ら
賛
同
し
、
活
動
し
て
い
き

た
い
。

高
嶺
朝
広
先
生

基
調
講
演
と
現
地
か
ら
の
報
告
な
ど

２日目２日目

１
日
目
と
２
日
目
の
概
要

１
日
目
と
２
日
目
の
概
要

沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長

高
嶺

朝
広

記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１日目１日目

群
星
沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長

徳
田

安
春

駒込武先生

徳田安春先生（左）、樋口豊先生（右）

各地からの報告者の皆さん

下地陽一先生

楊斯棓先生

前
泊
博
盛
先
生
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反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
沖
縄
の
開
催
前
の
午
前

中
、
い
っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
丸
橋
さ
ん
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
「
反
核

医
師
の
つ
ど
い
」
で
の
学
び
を

よ
り
深
め
る
た
め
、
私
た
ち
い

っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
企
画
い
た
し
ま

し
た
。
単
に
悲
惨
さ
だ
け
を
残

す
歴
史
上
の
問
題
に
は
せ
ず
、

今
に
繋
が
る
学
び
に
な
る
よ
う

検
討
。
「
私
た
ち
で
ガ
イ
ド
を

作
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設

定
し
ま
し
た
。
企
画
参
加
者
は

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
含

め
、
医
師
、
医
学
生
を
中
心
に

３４
名
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
第
２
次
世
界
大
戦
時
に
実

際
に
陸
軍
病
院
と
し
て
作
ら
れ

運
用
さ
れ
た
「
南
風
原
壕
群
第

２０
号
」
が
あ
る
南
風
原
文
化
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
８
〜

９
人
で
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

戦
跡
を
見
学
。
第
２０
号
壕
内
を

再
現
し
た
常
設
展
示
を
見
学
し

た
あ
と
、
当
時
の
看
護
婦
や
ひ

め
ゆ
り
学
徒
が
食
料
運
搬
で
使

っ
た
飯
上
げ
の
道
を
通
っ
て
第

２０
号
壕
へ
向
か
い
ま
し
た
。
気

温
３０
度
ほ
ど
。
整
備
さ
れ
た
道

を
進
む
の
も
大
変
な
傾
斜
を
、

戦
時
中
は
１４
〜
５
㎏
の
食
料
を

２
人
が
か
り
で
肩
に
担
い
で
運

搬
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。
実
際
の
壕
内
に
足
を

踏
み
入
れ
、
さ
ら
に
驚
い
た
の

は
暗
さ
と
狭
さ
。
大
人
が
中
腰

に
な
ら
な
い
と
天
井
に
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で
、

８０
年
ほ
ど
前
は
負
傷
兵
の
手
術

や
処
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
懐
中
電
灯
が
無
い
と
、
壁

が
目
の
前
に
あ
る
こ
と
す
ら
分

か
ら
な
い
暗
闇
に
、
当
時
の
患

者
の
悲
鳴
や
排
せ
つ
物
の
悪
臭

が
充
満
し
て
い
た
と
思
う
と
、

息
が
詰
ま
る
思
い
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後
は
、

沖
縄
協
同
病
院
の
会
議
室
を
お

借
り
し
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
４
名
ず
つ
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
第
２０
号
壕
の

感
想
交
流
の
後
、
「
自
分
な
ら

ど
ん
な
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
自
由
に
討
論

し
ま
し
た
。
出
身
地
や
所
属
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
が
違
う
参
加

者
同
士
が
、自
由
に
意
見
交
換
。

私
が
感
じ
た
の
は
、
地
域
差
の

あ
る
平
和
教
育
の
問
題
、
ま
た

受
け
た
平
和
教
育
を
ど
う
自
分

事
と
し
て
結
び
付
け
て
い
く
の

か
が
重
要
と
い
う
点
で
す
。
私

た
ち
は
、
医
療
者
と
い
う
視
点

で
か
つ
て
陸
軍
病
院
と
し
て
使

わ
れ
た
壕
を
見
学
し
ま
し
た
。

ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、
戦

跡
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で

見
て
、
今
そ
こ
で
生
活
し
て
い

る
人
の
話
を
聞
く
。
か
つ
て
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
と
同
じ

よ
う
に
命
を
落
と
す
可
能
性

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
も

等
し
く
あ
る
と
い
う
事
を
実
感

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。誰
も
が
自
分
の
大
切
な
人
、

仲
間
た
ち
に
、
尊
厳
あ
る
人
生

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
思
い
が
連
な
っ
て
、

平
和
が
作
ら
れ
る
の
だ
と
認
識

で
き
ま
し
た
。

「
つ
ど
い
」
期
間
中
は
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
販
売
と
合
わ
せ
て
カ
ン
パ

を
募
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
多

く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

神
戸
大
学
３
年
の
梶
原
悠
花

で
す
。
今
年
初
め
て
反
核
医
師

の
つ
ど
い
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
沖
縄
県
を
巡
る

現
状
を
学
習
し
た
こ
と
に
よ

り
、
自
分
た
ち
が
本
土
の
人
間

と
し
て
あ
ま
り
に
沖
縄
に
対
し

て
無
責
任
だ
っ
た
こ
と
を
実
感

し
、
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
と
い

う
非
日
常
に
感
じ
て
い
た
言
葉

が
す
ぐ
そ
ば
に
迫
っ
て
い
る
実

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
よ
り

平
和
に
対
す
る
取
り
組
み
の
重

要
性
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
心
強
く
感

じ
た
の
は
反
核
に
対
す
る
思
い

を
持
つ
医
師
の
多
さ
で
し
た
。

自
分
も
今
後
医
療
者
に
な
る
学

生
と
し
て
、
平
和
の
中
で
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
真
摯
に

平
和
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
通
り
を
歩
い
て
い
る
と

陽
気
な
音
楽
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
初
め

て
降
り
立
っ
た
沖
縄
は
と
て
も

明
る
く
見
え
ま
し
た
。
事
前
学

習
を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

目
の
前
の
光
景
と
沖
縄
が
抱
え

て
い
る
問
題
や
暗
い
過
去
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き
戸
惑
い
ま
し

た
。
つ
ど
い
前
に
訪
れ
た
「
沖

縄
陸
軍
病
院

南
風
原
壕
群２０

号
」
の
中
は
衝
撃
的
で
し
た
。

鍾
乳
洞
の
よ
う
な
ひ
ん
や
り
と

し
た
場
所
を
想
像
し
て
い
た
の

で
す
が
、
汗
ば
む
程
に
蒸
し
暑

く
、
空
気
が
こ
も
っ
て
い
ま
し

た
。
１１
月
で
こ
の
暑
さ
な
ら
夏

は
ど
れ
ほ
ど
過
酷
な
環
境
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
場
所
で
傷
が
治
る
と
は
到
底

思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
が

始
ま
っ
た
ら
、
立
場
の
弱
い
人

か
ら
死
ん
で
い
く
こ
と
、
不
平

等
だ
と
分
か
る
の
に
何
も
で
き

な
い
状
況
に
な
る
こ
と
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
、
悔
し
か
っ
た
で

す
。
感
想
を
交
流
し
な
が
ら
昼

食
を
食
べ
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

う
ち
に
、
反
核
医
師
の
つ
ど
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。
講
演
は
私

に
と
っ
て
の
当
た
り
前
を
次
々

と
覆
し
て
い
き
、
私
は
自
ら
情

報
を
集
め
る
努
力
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
つ
ど
い
を
通
し
て
同
世

代
の
平
和
へ
の
思
い
や
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
今
ま
で
平
和
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
反
面
、
自
分
が

平
和
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
こ
ろ

で
何
も
で
き
な
い
と
卑
屈
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
平
和
を
思
う

人
が
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
い

る
と
知
っ
た
今
、
私
は
自
分
の

言
葉
に
重
み
を
も
た
せ
る
た
め

に
戦
争
の
歴
史
や
現
在
の
核
問

題
に
つ
い
て
勉
強
し
、
周
囲
の

人
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

た
め
に
声
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

２０２４年１０月１１日、ノーベル平和賞
を、日本原水爆被害者団体協議会（日
本被団協）が受賞しました。
１９４５年８月、米軍が広島、長崎へ
原爆を投下してから７９年。非人道的
な被害を世界へ告発し、「ふたたび
被爆者をつくるな」と、核兵器廃絶
を訴え続けてきた活動が評価されま
した。
１０月１２日、反核医師の会は、メッ
セージを発表しました。（ホームペ
ージ参照）

授賞式にあわせて
ノルウェー国会議
事堂前で核兵器廃
絶を訴える人々

ノーベル平和賞に日本被団協ノーベル平和賞に日本被団協
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つどいでいっぽプロジェクトの報
告をする青年医師・医学生たち

ABC for Peace（いっぽプロジェクト）

介護福祉士 丸橋 郁弥

参
加
し
た
医
学
生
の
感
想

参
加
し
た
医
学
生
の
感
想

反核医師のつどいin沖縄反核医師のつどいin沖縄

平
和
の
中
で
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

神
戸
大
学
３
年

梶
原

悠
花

南風原壕群第２０号の入口

周
囲
の
人
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め

声
を
上
げ
て
い
き
た
い

に
っ
と
の

佐
賀
大
学
４
年

入
戸
野

彩

第
２０
号
壕
内
を
見
学
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ＩＣＡＮ川崎氏
駅前宣伝に参加

近畿反核医師懇談会は、金融機関による核兵
器製造企業への投融資をやめさせる「Don't
Bank on the Bomb」（ＤＢＯＢ、核兵器にお金
を貸すな）キャンペーンを推進するため、２０２４
年８月４～５日に広島市内でアピール行動に取
り組んだ。原水爆禁止世界大会が開かれること
に合わせた行動で、全国の保険医協会、反核医
師の会から２０人超が参加した。
同懇談会は原爆ドーム前や駅頭など広島市内

各地で宣伝行動を実施し、「日本のメガバンク
３社が５兆円ものお金を核兵器製造企業に投融
資している」と告発。「私たちのお金が知らな
いところで核兵器づくりに使われている。金融
機関による投融資をストップさせよう」と呼び
かけ、ＤＢＯＢを知らせるパンフレットを配布
した。ＤＢＯＢキャンペーンソングを流しなが
ら商店街を練り歩くと、買い物客の注目を集め、
「被爆国の日本の銀行が核兵器に融資している
なんて知らなかった。許せない」などの声が寄

せられた。

広島駅前での宣伝には、核兵器廃絶国際キャ
ンペーン（ＩＣＡＮ）国際運営委員の川崎哲氏
が参加。同氏は「世界では核兵器製造企業への
投融資を禁止する金融機関が増えている。核な
き世界へ一人ひとりの行動が求められている」
と呼びかけた。ＤＢＯＢキャンペーン事務局長
で医師の松井和夫氏は「金融機関で自分たちの
お金の使われ方を尋ね、核兵器に使わないよう
思いを伝えてほしい」と運動への参加を訴えた。
同会はアピール行動を通じて５０００部を超える
ＤＢＯＢパンフレットを配布。「知人に配りた
い」と複数部持ち帰ったり、受け取った市民が
ＳＮＳで発信したりするなど大きな広がりがあ
った。

日本政府も核兵器禁止条約に参加を
外務省に要請 ３団体共同（１２/２０）

１２月２０日、反核医師の会、保団連非核平和部、
近畿反核医師懇談会は、合同で外務省要請を実
施した。共同代表ら１０名が参加しました。外務
省からは軍備管理軍縮課担当官らが対応した。
核兵器禁止条約（ＴＰＮＷ）への日本の参加

などが主なテーマとなった。ＴＰＮＷには、ド
イツなどのいわゆる「核の傘」の下にあるアメ
リカの同盟国の一部が参加していることから、
日本のオブザーバー参加に関連して「それらの
諸国の状況を検討している」との回答があった。
ただ、中川代表世話人の「状況を確認するため
にも、日本としてオブザーバー参加するべきで
はないのか」との問いかけに対しては、「参加
すると何らかの発言等をすることになるため、

そうなった場合
にどのような影
響があるのか検
証する必要があ
る」との回答に
留まった。

保団連と近畿反核医師懇談会は、２０２４年９月
２日にフコク生命、１１月１１日に明治安田の２社
と懇談。核兵器への投融資禁止を求める取り組
みに理解を求めた。
懇談には、松井和夫 PANW 世話人（和歌

山）、中村新太郎PANW世話人（大阪歯科）が
参加。フコクとの懇談には、保団連共済部長の
森明彦氏、明治安田との懇談には保団連名誉会
長の住江憲勇氏が参加した。
両社とも核兵器への投融資については、基本
的には禁止ということで認識が一致した。

岸田首相（当時）は２０２４年８月９日、被爆体
験者との面談で「早急に課題を合理的に解決で
きるよう」指示した。９月９日の被爆体験者訴
訟長崎地裁判決では、提訴した被爆体験者の一
部を被爆者と認めた。これを受け、長崎協会は、
９月１９日に厚生労働省に控訴しないよう要請す
るとともに、すべての被爆体験者を被爆者と認
め被爆者健康手帳を交付するよう求める要請書
２８，０１７筆とネット署名１００４筆を提出した。要請
には長崎協会の本田孝也会長、保団連の天谷静
雄副会長らが参加した。
厚生労働省からは田邉錬太郎地域保健企画官

が応対した。田邉氏は、提出された署名や長崎

県・市両議会の控訴しないことを求める意見書
など、県民の声は重く受け止めるとの回答もあ
った。本田会長は、少なくとも控訴しないこと
を強く求めるとともに、広島判決と同様の基準
で被爆体験者を被爆者と認め、被爆体験者精神
影響等調査研究事業の拡大などで終わらせるこ
とのないよう求めた。
しかし、岸田氏は９月２１日に「被爆者と同等
の医療費助成を行う」と表明する一方で、裁判
については控訴することを表明した。今回の控
訴は、これらの発言と相反するものであり、高
齢化する被爆体験者の救済を遅らせるもので、
到底容認できるものではない。

２０２５年３月３日からニューヨークの国連本部で開
催される核兵器禁止条約第３回締約国会議に、反核医師
の会から青年医師と医学生の２名を派遣します。参加す
るのは、宮崎医療生協病院研修医の荒木さくらさんと長
崎大学医学部５年生の森爽さんです。

カンパへのご協力をお願いします。同封の払い
込み用紙でご送金ください。ご送金の際「代表派
遣カンパ」とご記載下さい。

核兵器禁止条約第３回締約国会議に、
若手研修医と医学生の２名を
代表派遣若手の派遣カンパへの
ご協力をお願いします

原爆ドームでのアピール行動（８・５）

フコク生命との懇談のもよう（９・２）

核兵器禁止条約第３回締約国会議に、
青年医師と医学生の２名を派遣

核兵器禁止条約第３回締約国会議に、
青年医師と医学生の２名を派遣

カンパへのご協力をお願いしますカンパへのご協力をお願いします

DBOBキャンペーン
←サイト、Youtube→

外務省に要請書を手渡す
代表たち（１２・２０）

長崎の被爆体験者も被爆者として認定せよ

核製造企業に投資やめよ

（２０２４年４月１日～２０２５年３月末）

個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
専攻医 ５，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円
振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １５５７５０２
「反核医師・医学者の集い」
◇ゆうちょ銀行（他銀行からの振り込みの場合）
〇一九支店 当座 ００５６７６４「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替００１７０-７-５６７６４「反核医師・医学者の集い」

反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に賛同
いただいている募金によって運営しています。
２０２４年度（２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日）の会費納
入のほど、よろしくお願いします。

会費納入のおねがい

被爆地・広島でアピール被爆地・広島でアピール

生命保険会社と懇談
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